山の 蜾※ 〔# 「虫+ 羸」、 166-U の 巣より 出で 入 道 

の 上 立ち どまり つつる ひそかな りけ り 

ィ タヤ 

前に 来たの は、 ことしの 五月 廿日、 板 谷 を 越えて 米 沢 

へ 出る と、 町 は 桜の 花盛りであった。 それほど 雪解け 

の 遅れた 年で ある。 高 湯へ 行きたい の だと 雇い かけて 

見ても、 どの 家で も、 自動車 を 出そうと は 言わない。 

もう 半月 もせなければ、 船阪 峠から 向う が 開きます ま 

いなどと、 皆 平気で とり 合おうと もしない。 そのうち 

シ ラブ 

一軒、 警察 電話で、 白 布の 宿へ 問うて 見ようと 言う 家 

が 出来た。 



岩 代の 国の 信 夫の 高 湯と、 それに 此白 布と、 五 里 ほど 

ハザマ 

の 間に、 三つの 高 湯が ある。 峡間の 湯でなくて、 多少 

見晴 しが 利く 位置に あるからの 称えで ある。 

白 布の 高 湯 は、 少し 前が つまって 居る が、 其で も、 両 

方から 出た 端山 間に、 遠い 朝日 嶽 など 言う 山の 見える 

日が 多い。 見渡しの 纏って 居て、 懐し い 感じの する の 

は、 何と 言っても、 信 夫の 高 湯だろう。 だが、 来 沢- 

新 庄 • 鶴 岡な どの 駅々 で 見た、 宣伝 びら では、 今年 は 

信 夫の 湯に 力を入れて 評判 を 立てた よう だから、 定め 

て あの 山の 上の 数軒し かない 古い 湯 宿が、 立て こんだ 

ことだろう。 作 事 小屋. 物置 部屋な どに、 頼んで 泊め 



て 貰った 客な ども あるで あろうと 思う。 

最上の 高 湯 は、 何に しても、 人が こみ 過ぎる。 出 羽 奥 

州の 人た ち は、 湯を娯 しむと 言うよ り、 年中行事 とし 

て、 尠くとも 一 週間な リ、 半月な リ、 温泉 場で 暮 すと 

言う 風 を 守って いる。 そうした 村々 から、 女房た ちゃ 

若い 衆が、 大きな 荷物 を 背負って、 山 を 越えて 来る。 

最上の 湯 は、 其ば かり か、 温泉 その物が、 利きそう な 

スカヮ 

気 をさせる。 其 ほど 峻烈に 膚に沁 む。 東北に は 酸 川 - 

酸个 湯な ど、 舌に 酸っぱ いこと を 意味す る 名の 湯が、 

大分 あるが、 我々 の 近代の 用語 例から すれば、 酸い と 

言うよ り、 渋い に 偏った 味で ある。 最上 高 湯 は、 狭い 



だとの 答えであった。 小形 だけれ ど、 ころも を 掛けて 

揚げたり したの は、 却て よかった。 湯 場から 一里 もさ 

がると、 大白 部. 小 白 部な ど 言う 村が あって、 水の 手 

がよ いと 見えて、 谷から 可な り 高い 処に、 田地が 多く 

作られて 居る。 稲 は 相当に 伸びて いるのに、 苗代 田 は 

まだ 水 を 張った まま、 豆 も 作らずに ある。 豆で 思い出 

すが、 此畠を 荒す と 謂われて いる 郭公が、 まだ 時季 は 

過ぎない のに、 初めから 鳴いた 事がない。 此 辺の 山間 

に 居ない のか 知ら。 

時鳥 は、 其 も 時々 だが、 宿の 前の 右に 山 を 負うた 杉林 

の 中で 極って 鳴く。 忍び音と 言う やつで、 非常に 声が 



小く、 節が 細かく 聞きな される。 鶯 ばかり 居て、 其 外 

は、 何の 鳥 も 鳴かぬ ような 山で ある。 其 ももう 今にな 

ると、 谷 渡りな ど は、 あまり 高音 を 揚げる ことが 出来 

ナゾェ 

なくなつ ている 様 だ。 山の 傾斜 や、 少々 坦ら になった 

ところな ど は、 大抵、 蔫 竹が 深く 茂って 居る。 そんな 

中に 籠って 鳴いて 居る の は、 何処へ 行っても、 鶯の癖 

タケ ノ n 

と 見える。 山へ 来た 当座 は、 毎日 蔫 竹の 笋 が 膳に つ 

いて 来た。 其 中 出 なくなった。 聞いて 見る と、 もう 長 

け 過ぎて 歯に 合わ なくなつ たの だと 言う。 山で は、 昔 

から 此地 竹の 笋を 喰べ て 居た のに 不思議 はない。 其が 

罐詰 になって 町 場へ 出る ようにな つたの は、 まだ 十 年 



いたりした ものである。 あいこ • ど ほな • みずぶ き - 

ごう わらび • ほと きま だ 色々 試して 見た が、 多く は 忘 

れた。 其 中、 ごう わらび と言うの が、 異様に 歯 や 舌に 

触れた。 ど ほな と言うの は 私が すきで、 信 州の 山中 か 

ら時々 とり 寄せて いるう とうぶき と 同じ 物で あ つ た。 

山の 菜と して は、 うとうぶ きが やはり、 本格的な 薫り 

と、 味い と を 持って 居る と言う ものだろう。 柳 田國男 

先生に お 裾 わけした ところが、 先生 も忽、 うとうぶ き 

の 愛好者に なって お 了い になった。 

夕 深く 山の 自動車 は 山鳥の 道に 遊ぶ を 礫き 



殺さむ とす 

旅に 出る前、 私 は 斎 藤茂吉 さんに 逢った。 出 羽の 温泉 

の 優れた 処を 教えて 下さいと 言った ところ、 白 布の 外 

ヒ ジ才リ 

は 肱 折 だな あと 話された。 私 は、 雄 勝. 院内 を 越えて、 

秋田県の 鷹の 湯に 一 夜、 引き 還して 新庄 から 肱 折に 這 

入って ー晚を 泊り に 出かけても 見た。 やっぱり 肱 折 は 

よかった。 新庄 から あんなに 奥へ 這 入って 行って、 あ 

あ 言う が つ しりした 湯の 町が あろうと は 思わな か つ た。 

どの 家 も 大きな 真 言 の 仏壇 を 据えて、 大黒柱 を ぴかぴ 

かさせて 居ようと 謂った 処 である。 湯 を 呑んだ 味 は、 
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